
電動エアダスターAERO BOOST 充電式

取扱説明書
DAD-701

①電動エアダスター本体（ABS樹脂、PS樹脂）
②USB AtoC充電用ケーブル （PVC、銅）
③取扱説明書（本書）

セット内容

最初にご確認ください

●この説明書は製品のご使用にあたり、注意していただきたい事項について説明したものです。
　ご使用の前にこの説明書をよくお読みの上、正しく安全にお使いください。
　ご理解の上でご使用いただきますよう、お願いいたします。
●この説明書は大切に保管し、必要なときにお読みください。

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

お使いになる前に、セット内容が全て揃っているかご確認ください。
万一、足りないものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

※改良の為、製品の外観や仕様は予告なしに変更する事があります。

可燃性のスプレー（エアダスター等）で本体を掃除するのは絶対におやめください。内部に
溜まった可燃性ガスに電気部品等の火花が飛び、引火・爆発する場合があります。
お手入れの際は電源を切り、付属ケーブルを抜いてください。本機は充電式の為、機械が
誤作動する可能性がありますので十分にご注意ください。充電中は作動しない設計となって
いますが、充電しながらの本体掃除等は行わないでください。

ストーブなどの暖房器具や火気の近くでは使用、保管しないでください。火災や感電の原因
になります。

高温・多湿な場所、炎天下の車内などでは使用、保管しないでください。感電や故障の原因に
なります。

お子様や、幼児の手の届かない場所で使用、保管してください。
ケガや感電の原因になります。

絶対に人体（目、耳、鼻等）や生き物に向けて噴射しないでください。死亡または失明等、
重傷を負う可能性があります。

誤って落下させるなど、本機に強い衝撃が加わった場合は、直ちにご使用をおやめください。
内蔵リチウムイオン充電池の損傷により、爆発、発火、発煙する場合があります。

使用しない時はお子様の手の届く所に置かないでください。事故の恐れがあります。

本体にリチウムイオン充電池を内蔵しています。製品規定入力電圧以上の電源(改造品等)に
接続しますと、爆発、発火、発煙の危険がありますので、絶対におやめください。

発熱、発火、また機械が故障する恐れがありますので、吸入口・放熱スリット・噴射口を塞ぐ
のは絶対におやめください。

本機の分解や改造はおやめください。ケガや感電の恐れがあります。

本機に水などの液体をかけないでください。感電や故障の原因になります。

1.特徴

2.仕様

●小型でハイパワー、最大風速40m/s
●スライドスイッチで風速8段階切替え
●バッテリー残量・風速レベルが分かるLEDディスプレイ

●USBタイプC充電
●高温保護、過充電・過放電制御の安全設計

ベンジン、シンナー、市販のシール剥がし、汚れ落としなどの溶剤やクレンザーは
絶対に使用しないでください。変色・変形・劣化の原因になります。

●充電の際は安全の為、必ず付属のUSBAtoCケーブルを使用し
てください。

使用後は、分解せずに各自治体の指示に従い、適切に廃棄してください。

使用上の注意事項

廃棄方法

●柔らかい布で乾拭きしてください。
●汚れがひどい場合には、薄めた中性洗剤を含ませた布で軽く拭いて汚れ
を落とし、その後洗剤が残らないように水拭き及び乾拭きをしてください。

お手入れ

表
文

最大風速40m/s、ひと目でわかるLEDディスプレイ付き

・・・1台
・・・・・・1本

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1枚

●充電時以外は、必ずUSB A to Cケーブルを充電ポートから抜いてくださ
い。絶縁劣化による感電、漏電火災の原因になります。
●ケーブルを引っ張ると断線するおそれがあります。コネクタの根元部分を
持って着脱してください。
●USB A to Cケーブルのコネクタ部分にホコリが付着している場合はふき
とってください。ショート・発火の原因になります。
●本機の誤使用による損害・破損に関して、弊社は責任を負いかねます。
●充放電時間は使用環境により変化します。
●長時間放置された場合、自然放電により充電池の残量が低下している場
合があります。定期的な充電および作動確認を行ってください。
※充電中は作動しません。
●防水・防滴仕様ではありません。
●大量のホコリや粉塵が舞う環境でのご使用は、故障の原因となりますので
おやめください。

●危険ですので、絶対に分解はしないでください。

本機は充電式の為、充電された状態であればいつでも作動します。意図しない作動
にご注意ください。

お手入れの際は、必ずUSB A to Cケーブルは外してください。

●本体にリチウムイオン充電池を内蔵しています。

品 名
品 番
本 体 寸 法
本 体 重 量
主 要 材 質
入 力
出 力
電 源
充電用ケーブル
風 速 8 段 階
動 作 音
モーター回転数
連続作動時間
充 電 時 間
動作環境温度

電動エアダスターAERO BOOST 充電式
DAD-701
W92×D40×H146mm
約212ｇ
ABS樹脂
DC 5V 2A 
(1) 約3 ～ (8) 約80 (W)
内蔵リチウムイオン充電池 2000mAh
USB A to C（ケーブル長 約55cm）
(1) 約15 ～ (8) 約40(m/s)
≦85dB（最大風速時）
(1) 約20,000 ～ (8) 約90,000(rpm)
(1) 約240 ～ (8) 約15(分)
約2.5時間
0～40℃

ご使用前に

USB AtoCケーブル付属

※最大風速時は、本体保護のため徐々に風速が弱まる仕様です。

※

※バッテリーの残量表示は目安です。使用状況や環境によって誤差が生じる場合があります。

噴射口に指などを入れるのはおやめください。ケガや感電の恐れがあります。

※スライドスイッチの位置により風速レベル表示が安定しないことがあります。



％

電源ボタンの長押しで本機のON/OFFが切替わります。

DAD-701品  番

★販売店様へ：必要事項をご記入の上、お客様へお渡しください。

DAD-701-P41

より1年間

4.ご使用前の準備（充電方法）

5.操作方法

吸入口

3.各部の名称と付属品

USB充電ポート
(Type-C)

電源ボタン

②USB AtoC充電用ケーブル

噴射口

①電動エアダスター本体

③取扱説明書（本書）

1. 本機の取扱説明書に従った正しい使用状態で保証期間内に故障した場合には無償で交換（同等製品での
　 交換も含む）いたします。お買上げの販売店に製品を本保証書とともにご持参ください。

2. 次の場合は保証期間中でも有償での交換（同等製品での交換も含む）となります。

3. 製品の交換にかかる送料、交通費、梱包料等の諸費用は、お客様のご負担となります。
　 なお、故障の内容やご使用状況によっては、交換をお受けできない場合がございます。

※この保証書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

（a)お取扱いの不注意及びお客様ご自身による修理改造が原因の故障または損傷。
（b)お買上げ後の輸送、移動、落下等による故障または損傷。
（c)火災、地震、水害、落雷などの天災地変、公害、塩害、ガス害、異常電圧や指定外の電源使用など
　　による故障または損傷。
（d)本保証書のご提示がない場合。
（e)レシートなどの購入日を証明する書類のご提示がない場合、あるいは内容を改ざんされた場合。
（f)中古品やオークションなどで購入された場合。

4. 本保証書は日本国内においてのみ有効です。This warranty is valid only for Japan.

風速レベル切替え
スライドスイッチ

バッテリー残量・風速レベル
LEDディスプレイ

背面

※付属のUSBAtoCケーブルは本体から外した状態でご使用ください。

1.電源ON/OFF

正面

風速レベル切替え
スライドスイッチ

初めてご使用になる際は、充電を行ってからご使用ください。
※充電中は作動しません。

USB充電ポート
(Type-C)

USB AtoCケーブル

Type-C
コネクタ

Type-A
コネクタ

USB充電器等(Type-A)
（別売）

①付属のUSB AtoCケーブルを本体背面のUSB充電ポート(Type-C)とUSB
充電器等(Type-A)に接続して充電してください。

②正しく充電が始まるとLEDディスプレイに　マークが表示され点滅します。

③表示が100%になり、   マークが点灯になると充電完了です。

④付属USB AtoCケーブルを取り外して準備完了です。

充電完了表示

噴射口に指などを入れないでください。

スライドスイッチを上下すると、風速レベルが切替わります。
2.風速操作

バッテリー残量は風速レベルが0の状態で確認できます。
3.バッテリー残量確認

※バッテリーの残量表示は目安です。使用状況や環境によって誤差が生じる場合があります。

※注意

電源ボタン

背面

USB充電ポート
(Type-C)

％

 バッテリー残量表示

充電には必ず付属の「USB AtoCケーブル」をご使用ください。本機は、
リチウムイオン充電池を内蔵した充電式の電動エアダスターです。ご使用
方法を誤りますと爆発、発火、発煙の危険があります。必ず付属の「USB
AtoCケーブルで充電し、製品規定入力電圧以上の電源(改造品等)への
接続は絶対におやめください。


